
モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

マツダ株式会社  

個人投資家様向け会社説明会

財務本部 副本部長

赤松 章雄

MAZDA VISION X-COUPE

• 皆さまこんにちは。マツダ株式会社の赤松でございます。

• 本日はお忙しい中、当社の個人投資家様向け会社説明会をご視聴いただきあり
がとうございます。
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モノトーン（最優先）
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R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）
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サブカラー①（緑）
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サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

1. 当社について

2. 今期の概況

3. 中長期の取り組み

4. 株主還元

5. まとめ

本日のご説明内容
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• 本日はこちらの5点について説明させていただきます。
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表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

1. 当社について

2. 今期の概況

3. 中長期の取り組み

4. 株主還元

5. まとめ

本日のご説明内容
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• まずは当社について概要をご説明します。
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車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

基本情報

4

3代目 新型 MAZDA CX-5

社名 マツダ株式会社

本社所在地 広島県

創業 1920年

販売台数* 130万台

販売国・地域数* 130ヵ国・地域以上

売上高* 5兆189億円

*2025年3月期実績

• マツダ株式会社は広島県に本社を構える自動車メーカーです。

• 1920年に創業し、今年で106周年を迎えました。

• 当社は「走る歓び」をブランドの軸に、独創的なモノづくりを長年続けてきました。

• 世界の巨大メーカーと比べて規模は大きくありませんが、デザイン・走行性能といっ
た付加価値で差別化を図り、マツダならではの独自の存在感を築いてまいりました。

• 最新のトピックスとして、「新型MAZDA CX-5」のグローバル導入を開始しました。

• 動画をご用意しましたのでご覧ください。
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車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION 5

新型MAZDA CX-5

▪2012年の導入以来、累計販売台数500万台を超える最量販車種

▪デザイン、荷室/居住性、操作性、安全性能が大きく進化

▪日本市場は2026年春導入開始予定

• CX-5はマツダのグローバル販売の4分の1を占める、いわば屋台骨ともいえる存
在です。

• 欧州ではすでに販売を開始しており、進化したデザイン、拡大した荷室と居住性、
そして大型センターディスプレイによる操作性の向上などについて、ポジティブな
評価をいただいています。

• 実際に車を見て、乗って、体験していただくことで、その魅力をさらに感じていただ
けると確信しています。

• 日本市場向けは今春の導入開始を予定しています。
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車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

6

広島から世界へ  ―マツダが駆け抜けた106年の足跡―

コルク製造から機械工業へ事業を拡大
広島の復興とともに総合自動車メーカーへ

1920年 ―

総合自動車メーカーへ大きな飛躍
ロータリーエンジンに挑戦

1960年 ―

ブランド価値経営と共創の精神で
変革期に挑む

2000年 ―

6

• ここで、マツダの歩みを少しご紹介させていただきます。

• 創立から106周年、決して平坦とは言えない道のりの中で、幾多の危機や逆境を乗り
越えながら100年を超える歴史を築いてまいりました。

• 1920年、初代社長・松田重次郎が広島の地で「東洋コルク工業株式会社」を創業し
、「工業で社会に貢献する」との想いのもと、機械工業へ事業を拡大していきました。

• 1945年、原爆投下という未曾有の危機に直面しながらも、生産再開と広島の復興に
奔走。三輪トラックは、人と物資を運び、街と人々を再び動かす復興の象徴となりま
した。

• 1960年代には独自の価値を追い求め、世界が注目した“夢のエンジン”ロータリー
エンジンの開発に挑戦。世界初の2ローター・ロータリーエンジンの量産化に成功し
ました。ロータリーエンジンは、その独自構造がもたらす 小型・軽量・高出力 という
特長と、バイオ燃料、合成燃料や水素などの「カーボンニュートラル燃料」との親和
性が高いという特徴により、今電動化や脱炭素を目指す社会に向けて、その可能性
を見直されています。この唯一無二の技術を、今後の活用に向けて更に研究開発を
進めています。

• 1984年に「マツダ株式会社」へ社名変更し、自動車文化への貢献を提唱し、暮らし
の中で充実感を感じられるクルマづくりに邁進します。

• 1989年発売の初代ロードスターは魅力的なスタイルと「人馬一体」の操る楽しさで、
世界中のファンに愛される存在となりました。その後も、4代にわたって、2人乗り小型
オープンスポーツカーとしては異例の120万台以上を販売し、お客さまの期待を超
える走りの楽しさ、そしてクルマを楽しむ文化の発展のために、進化を続けておりま
す。

• 2000年以降は「走る歓び」を軸とした新たなブランド戦略のもと、環境性能・安全性
能の強化も同時に追求しながら、「ひと中心」の開発哲学と「マツダものづくり革新」
を発展させてまいりました。お客さまとの感情的なつながりを大切にし、選ばれ続け
るブランドづくりを進めております。
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モノトーン（最優先）
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チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。
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表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

P U R P O S E 私たちの存在意義

前向きに今日を生きる人の輪を広げる

7

• 先ほど紹介しました当社の歴史で、戦時中、戦後の不自由な時代に三輪トラックづ
くりから歩み始めたのは、人々が前向きになり、笑顔になれることに貢献したい、そ
の為にできることを考えたからでした。

• 原爆の焼野原からの復興、幾多の危機・逆境を不屈のチャレンジ精神で乗り越え
てきた歴史の、原点となる思いです。

• これを、言葉にしたのが、当社の経営理念のPURPOSEとなっています。

• マツダは、平和都市・広島に生まれた企業市民として、「人々の笑顔をつくり、社会
をより豊かにする」ことへの貢献を大切にしてきました。その想いをマツダブランド
のPURPOSEとして「前向きに今日を生きる人の輪を広げる」この言葉に込め、今も
変わらず大切にしています。

動画（訳50秒）含め
ここまでで
大体5分30秒
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チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。
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表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

1. 当社について

2. 今期の概況

3. 中長期の取り組み

4. 株主還元

5. まとめ

本日のご説明内容

8

• 続いて、今期の概況についてご説明します。
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MAZDA MOTOR CORPORATION

主な関税影響（2026年2月末時点）

▪完成車および自動車部品への追加関税
(日本から米国への輸出 15％*、メキシコから米国への輸出 25％ 等)

対応方針

▪グローバル販売台数は前年並みを目指す

▪原価低減、固定費削減など緊急対応を含めたあらゆる対策を講じ、
外部環境の変化に耐え得る経営体質の強化に全力で取り組む

米国関税政策への対応

9

*一般関税率2.5％を含む

• 2025年度は米国関税政策の影響を中心に、当社の事業環境は大きく変化しました。

• 完成車・部品いずれにも甚大な関税負担が生じ、収益構造の見直しが求められる、
大変厳しい局面となりました。

• そのような状況下においても、当社はグローバル販売台数を前年並みに維持し、原
価低減や固定費削減をはじめとする幅広い対策を実行することで、外部環境の急激
な変化に耐え得る、より強い経営体質の構築に努めております。
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MAZDA MOTOR CORPORATION

2026年3月期の概況

▪期初2,300億円超の関税コストを想定したところから、コスト削減や販売戦略の見直し
など、自らコントロールできる領域に重点的に取り組み、短期間で黒字転換

▪新型MAZDA CX-5を欧州、北米に導入。第4四半期から本格出荷

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

関税コストを打ち返し

1Q 2Q 3Q 4Q
（見通し）

2025年
3月期

2026年
3月期
（見通し）

1,861億円

500億円

関税影響

関税対応
コスト削減

営業利益推移
営業利益推移（四半期）

（億円）

10

• 期初2,300億円を超える関税コストが想定されていましたが、全社一丸となり、コス
ト削減、価格戦略の見直し、市場別販売構成の最適化など、自らコントロールできる
領域に重点的に取り組んでまいりました。

• その結果、四半期ごとに、着実に回復の歩みを進めています。

• 第3四半期では黒字転換を実現しました。下期では関税下でも、前年並みの収益
性への回復を目指す計画です。

10



11

• 関税影響が大きい主力市場の北米では、短期的な販売台数よりも、収益性と事業
の持続性を優先する判断を行いました。

• 具体的には、関税によって収益が厳しくなったメキシコ工場からの米国向け出荷を
抑制する一方で、米国工場で生産するCX-50、収益力の高い日本製のCX-5やラ
ージ商品群の販売を着実に積み上げてまいりました。

• その結果、北米市場全体では年間60万台と前年同等の販売実績となりました。

• また販売ネットワークの強化にも継続して取り組んでおります。

• 右側の写真は、米国の新世代店舗の一例です。

• 全米約550店舗のうち、350店舗以上を新世代店舗へ刷新し、ブランドの世界観を
体感いただける環境づくりを進めてまいりました。

• 店舗の改装だけでなく、スタッフの接客トレーニングや販売店との連携強化も図る
ことによって、ブランドの魅力向上に努めています。

• こうした取り組みによって、マツダは「際立つブランド」として存在感を高め、外部環
境の変化にも後退しない、強いビジネス基盤を築きつつあります。

• 今後も販売ネットワークを含めたブランド価値の強化を続けてまいります。

モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

米国

279千台

米国

279千台

米国

333千台

米国

295千台

米国

363千台

米国

424千台

米国

410千台
カナダ カナダ

カナダ

カナダ

カナダ

カナダ カナダ

メキシコ
メキシコ

メキシコ

メキシコ

メキシコ

メキシコ メキシコ

406千台
384千台

444千台

394千台

499千台

598千台 601千台

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

*暦年（1-12月）販売実績

CX-50導入

CX-90導入

CX-70導入

北米マツダ販売実績

▪北米市場では、ブランド価値経営の取り組みにより力強いビジネス成長を維持
CX-50やCX-90、CX-70など市場のニーズに適した商品導入により台数成長を加速

▪関税影響を大きく受ける中、一部出荷抑制を行いつつも、前年並みの60万台を達成

北米ビジネスの成長

米国新世代店舗

350店舗以上が転換（2025年12月時点）

11



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

1. 当社について

2. 今期の概況

3. 中長期の取り組み

4. 株主還元

5. まとめ

本日のご説明内容

12

• それでは、中長期の取り組みについてご説明します。

12



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

大変革期にある自動車産業

▪自動車産業を取り巻く環境は大きく変化し不透明な状況

⁻ 電動化に関する顧客ニーズの変化、地政学リスク、環境規制、関税政策 等

13

• 自動車産業は今「100年に一度の変革期」と言われています。

• 電動化や知能化の進行に伴い、新たなプレーヤーの参入もあり、多様な商品とビジ
ネスモデルが生まれています。

• 同時に、皆さまの生活様式や社会における価値観も変化し、ニーズも多様化してい
ます。

13



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

P H A S E 1

2 0 2 2 - 2 0 2 4

P H A S E 3

2 0 2 8 - 2 0 3 0

バッテリー E V
本格導入

P H A S E 2

2 0 2 5 - 2 0 2 7

電動化へのトランジション

経営効率の改善を前提とした

-  電池調達

-  バッテリー技術開発強化

-  バッテリーEV先行導入

不確実性の高まり

• インフレによるコスト増

• 電動化の地域差

• 各国の保護貿易政策

• 地政学リスクの高まり
電動化時代に向けた

開発強化

2030経営方針

▪規制動向の変化や消費者ニーズ、受容度、社会インフラの開発状況等

今後の変化に柔軟に対応できるよう、3つのフェーズに分けて電動化を進捗

14

• このような大きな変化の中、2030年までを電動化の黎明期ととらえ、3つの期間に
分けて段階的に電動化に向けた取り組みを進めています。

• 2022年から2024年のフェーズ1期間の進捗はおおむね計画通りに進捗しています
。

• しかし、電動化を取り巻く環境は、インフレによる投資コストの増加、地域ごとの電動
化進度の違い、通商政策、地政学的リスクの高まりなど、多くの不確実性を抱えてい
ます。

• フェーズ2期間は2025年から27年です。規制強化が一段と進む中、電動化への移
行を本格的に進める期間となります。

• この期間は当初から最も厳しい局面になると想定していましたが、そこに米国関税
や半導体などの調達リスクの影響が重なり、不透明さが増しています。

• こうした状況下でも、経営リスクを最小化しながら、事業の競争力を高めるための
取り組みを着実に推進しています。

14



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

Color 
Palette

SKYACTIV-X

バッテリーEV SKYACTIV-G/D

ROTARY EV SYSTEM

SKYACTIV-ZPLUG-IN HYBRID

HYBRID/MILD-HYBRID

多様なソリューションにより

地球環境保全とビジネス成長を両立

マルチソリューション戦略

• 技術面ではマルチソリューション戦略です。

• 電動化の進展には、世界各国の電源構成、環境規制、社会インフラ整備、そしてお
客さまの選択など多くの不確実性が伴います。

• スモールプレーヤーであるマツダは、この不確実な状況に柔軟に対応し、カーボン
ニュートラルへの貢献とビジネス成長の両立を図るべく、エンジン車、プラグイン
ハイブリッド車、ハイブリッド車、バッテリーEVなどの技術を積み上げてきました。

• マツダのマルチソリューション戦略は全方位的な戦略とは異なります。

• 全方位的なアプローチは大量のリソースを投入してあらゆる技術を同時並行的に
開発していくものだと思われますが、これに対し、マルチソリューション戦略は限ら
れた経営資源の中で選択と集中を徹底して、要素技術を時間差で開発していくも
のです。

• 長期的な視点で、段階的に技術を積み上げ続ける、これがマツダの技術戦略の特
徴です。

• 直近では、理想の燃焼を追求した「SKYACTIV-Z」ガソリンエンジンと、これを最大
限に生かすマツダ独自のハイブリッドシステムを組み合わせ、2027年に新型
CX-5から導入していく計画です。

• また、Japan Mobility Show 2025では「走れば走るほど、CO₂が減っていく」そんな
未来を描いて見せました。ロータリーエンジンを使用したプラグインハイブリッドシ
ステムにカーボンニュートラル燃料と、 CO₂回収技術を組み合わせ、「走れば走る
ほど大気中のCO2が減る（＝カーボンネガティブ）」を目指す技術の実用化を目指
しています。
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モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION 16

ライトアセット戦略

▪既存資産の活用度を高め、スモールプレーヤーとしての競争力を高めるアプローチ

▪バッテリーEV浸透スピードの鈍化、ハイブリッドなど複数の電動化ソリューションへの
顧客受容性など市場環境は変化

▪財務体力や、電動化の実需を踏まえた投資規模・タイミングを見極める

ライトアセット戦略

• バッテリーEVは意志あるフォロワー

• 協業／パートナーシップ主軸

MAZDA EZ-6 MAZDA EZ-60

MAZDA CX-50 HYBRID
パナソニック エナジーが製造する
車載用円筒形リチウムイオン電池

• 不透明な状況下における実行戦略として、ライトアセット戦略に基づいて対応を進
めていきます。

• ライトアセット戦略とは、既存資産の活用度を高め、スモールプレーヤーとしての競
争力を高めるアプローチです。

• バッテリーEVの浸透スピードの鈍化や、ハイブリッドなど複数の電動化ソリューショ
ンへの顧客受容性など、市場環境の変化を考慮し、「バッテリーEVは意志あるフォ
ロワー」とし、投資規模やタイミングを慎重に見極めていきます。

• マツダ独自のバッテリーEVやハイブリッドの本格導入までの間は、アライアンスを
活用し、電動化モデルのラインアップを拡充しています。

• 直近の取り組みとしては、

• 2024年にはトヨタ自動車さまのハイブリッド技術を活用し、米国で生産するCX-50
にハイブリッドモデルを追加しました。今期の米国製CX-50の拡販に貢献していま
す。 

• また、中国では20年以上のパートナーである長安汽車さまの技術を活用し、新型電
動車のMAZDA EZ-6、 MAZDA EZ-60の2車種を導入。2025年にはこのEZ-6を
ベースとしたバッテリーEVモデル「MAZDA6e」を欧州に導入し、地域ビジネスに
大きく貢献しています。また、来期にはこれら2車種を欧州・ASEAN・豪州での販売
を計画しています。

• また、マツダ独自のバッテリーEV生産に向けても着実に取り組みを進めています。
パナソニックエナジーさまと車載用円筒形リチウムイオン電池の供給に向けた合
意書を締結し、協業/パートナーシップを主軸とした本格的な電動化に向けた準備
を進めています。
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モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION 17

人的資本の強化

◼ BLUEPRINT活動による組織風土変革とDXによる業務構造改革の両輪で進め

生産性倍増と価値創造を加速

生産性倍増
価値創造を加速

• また、今後の様々なチャレンジを乗り越えていく上で、最も重要な資本は「人」 と考
え、人的資本の強化を推進しています。 

• 従業員一人ひとりが活躍できる組織風土への変革、前向きに挑戦し成長できる環
境の整備などを推進するため、BLUEPRINTという組織風土変革活動を2023年から
開始しました。

• この風土変革活動については、過去例にない全従業員を対象とした活動で、全職
場で、職位によらない自由な意見交換を活性化することで、創意工夫を促し、自律
的に生産性向上を図っています。

• また、マツダの生産性と競争力を向上させるため、生成AIを活用した業務改革など
、DXによる業務構造改革も進捗させています。

• 2025年9月より、全社横断で約400名の生成AI活用の専任組織を立ち上げました。

• オペレーションのスピード倍速と生産性の劇的向上を全社組織の隅々まで行きわ
たらせ、次世代の競争力の礎を築くべく果敢に取り組みます。

• これら二つの取り組みを両輪として、生産性倍増と価値創造を加速していきます。
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モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

企業価値向上に向けた取り組み

実行戦略 ライトアセット戦略

技術

パートナー（企業など）

仲間 ものづくり

マツダ  ものづくり革新2 . 0

低投資 / 高い資産効率 収益率向上 競争力 成長事業アウトプット

ROE PERROA / ROIC企業価値向上

アプローチ BE Vは意志あるフォロワー  /  協業

技術戦略 マルチソリューション戦略

原価（変動費）
低減活動

固定費
低減活動

サプライチェーン
構造変革

組織風土変革
BLUEPRINT

事業改善活動

収益力向上 損益分岐点引き下げ 減産抵抗力・BCP強靭化 生産性向上

財務アプローチ

⚫ キャッシュフロー重視

⚫ 資本コストを意識した
投資規律・投資リターン

⚫ ビジネス効率性検証
（PDCA）

財務健全性 / 投資余力
• ネット・キャッシュ維持
• 最適キャピタルアロケーション

資本構成最適化
• 安定的株主還元

ブランド価値経営

電池 / 電動化技術 / 内燃機関

18

• 企業価値向上に向けて、これまでにご説明してきた、マルチソリューション戦略、
ライトアセット戦略、そしてバッテリーEVは意志あるフォロワーという基本方針は
揺るがすことなく、主要なイニシアティブを着実に進捗させています。

• またBLUEPRINT活動によって、社員が自律的に考え、行動する意識が全社に浸
透し、今回の厳しい局面を支える大きな力になっています。

• これらの取り組みは、2026年以降の収益力改善に確実に効いてくると考えてい
ます。

18
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モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

2026年
3月期

2027年
3月期

マルチソリューション、ライトアセットを軸に
電動化へのトランジション

◼ 2026年は、新型MAZDA CX-5のグローバル展開と、積み上げてきた原価低減や
固定費効率化により、段階的に収益力を改善

◼ 下期の反転トレンドを土台に、関税コストを跳ね返し、成長軌道へ

• 新型CX-5のグローバル展開

P H A S E 2

2 0 2 5 - 2 0 2 7

P H A S E 3

2 0 2 8 - 2 0 3 0

2030年
以降

• 原価低減や固定費効率化
の刈り取り

今後の展望

次世代商品群

19

• 先ほども申し上げましたが、マツダのマルチソリューション戦略、ライトアセット
戦略を軸とし、事業環境の変動に左右されにくい持続的な成長への大きなアド
バンテージになっていると認識しています。

• 2026年は、新型MAZDA CX-5のグローバル展開が業績の土台を支え、これま
で仕込んできた原価低減や固定費効率化、そして協業による取り組みの成果が
、段階的に収益改善として表れてくる年になると考えています。

• 関税コストを跳ね返し、次の成長ステージに向けて、力強く前進していきます。



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

1. 当社について

2. 今期の概況

3. 中長期の取り組み

4. 株主還元

5. まとめ

本日のご説明内容

20

• 続いて株主還元についてご説明します。

20



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION 21

配当金について

▪ 業績及び経営環境、財務状況等を勘案し決定する方針

▪ 安定的な配当の実現と着実な向上に努める

20 25 25 25

25

30 30 30

5

45

60
55 55

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

1株当たり配当金 (円)

中間 期末 特別

(見通し)

• 今期の年間配当金は55円を予定しています。

• 電動化投資に向けて、株主還元と内部資金の積み上げのバランスを取りつつ、

確実なフリーキャッシュフロー創出と資本構成の最適化を進めてまいります。

• また、安定的な配当の実現と着実な向上に努めてまいります。

21



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

1. 当社について

2. 今期の概況

3. 中長期の取り組み

4. 株主還元

5. まとめ

本日のご説明内容

22

• 最後にまとめです。

22



モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

• 2026年3月期： 年間配当金は55円の予定

• 安定的な配当の実現と着実な向上を目指す

本日のまとめ

23

• 飽くなき挑戦の精神から生まれる独創的なモノづくりでグローバルに
「走る歓び」をお届けする広島の自動車メーカー

• ブランドパーパス「前向きに今日を生きる人の輪を広げる」

• 自らコントロールできる領域に重点的に取り組むことで、甚大な関税影響
を打ち返し短期間で黒字転換

• 北米市場は関税影響を受ける中でも、力強いビジネス成長を維持

マツダとは

今期の概況

株主還元

• 反転トレンドを土台に、関税コストを跳ね返し、成長軌道へ

• ライトアセット戦略で、事業環境の変化に対応、企業価値向上を目指す

中長期の
取り組み

• マツダとは飽くなき挑戦の精神から生まれる独創的なモノづくりでグローバルに「
走る歓び」をお届けする広島の自動車メーカーです。

• ブランドパーパス「前向きに今日を生きる人の輪を広げる」の実現を目指していま
す。

• 今期の概況については、自らコントロールできる領域に重点的に取り組むことで、
甚大な関税影響を打ち返し短期間で黒字転換し、北米市場は関税影響を受ける
中でも、力強いビジネス成長を維持しています。

• 中長期の取り組みとしては、この反転トレンドを土台に、関税コストを跳ね返し、ラ
イトアセット戦略で、事業環境の変化に対応、企業価値向上を目指し取り組みを
進めてまいります。

• 株主還元については、2026年3月期の年間配当金は55円の予定とさせていただ
き、安定的な配当の実現と着実な向上を目指してまいります。
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モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

• 以上を持ちまして、マツダ株式会社の説明を終わります。

• 最後までご視聴いただき誠にありがとうございました。
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モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

https://www.mazda.com/ja/investors/
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統合報告書 サステナビリティレポート
https://www.mazda.com/ja/investors
/library/integrated-report/

https://www.mazda.com/ja/sustainability
/report/

オフィシャルサイト IR情報

参考情報

25

https://www.mazda.com/ja/investors/
https://www.mazda.com/ja/investors/library/integrated-report/
https://www.mazda.com/ja/investors/library/integrated-report/
https://www.mazda.com/ja/investors/library/integrated-report/
https://www.mazda.com/ja/investors/library/integrated-report/
https://www.mazda.com/ja/sustainability/report/
https://www.mazda.com/ja/sustainability/report/


モノトーン（最優先）

R0 G0 B0

R87 G87 B87

R136 G136 B136

R180 G180 B180

R220 G220 B220

チャートカラー

下記から、色を絞ってお選びください。

色を使う場合（暖色）

R142 G28 B46

R161 G73 B68

R182 G115 B103

R204 G160 B148

R229 G208 B201

サブカラー①（緑）

R0 G65 B50

R44 G90 B70

R98 G121 B103

R150 G160 B147

R202 G206 B199

色を使う場合（寒色）

R0 G37 B68

R40 G66 B95

R90 G101 B126

R141 G146 B165

R196 G198 B208

サブカラー②（ムラサキ）

R75 G25 B72

R104 G61 B97

R137 G101 B127

R172 G148 B166

R212 G200 B209

表記例

下記より、コピー＆ペーストしてお使い下さい

M A Z D A  ḃ

M A Z D A  C X ḋḅ

車名専用数字＆大文字専用ハイフン

MAZDA MOTOR CORPORATION

このプレゼンテーション資料に記載されている、当社の見通し及び将来の戦略

については、当社として機関決定していない事項や、今後の世界経済情勢、業界

の動向、為替変動のリスクなど様々な不確定要素が含まれております。従いまし

て、実際の当社業績は見通しと大きく異なる結果となる場合があることをあらか

じめご了承願います。

投資に関する最終決定は、上記の点を踏まえ、投資家の皆様ご自身の判断で行

われるようお願いいたします。当プレゼンテーション資料に掲載された情報に基

づいて投資された結果、万一何らかの損害を被られましても、当社および各情

報の提供者は一切責任を負いかねますので、併せてご了承ください。

将来見通しに関する注意事項

26
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